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●表紙写真／北原C遺跡出土  水煙文土器
曲輪田地区北原C遺跡から出土した今から約4700年
前（縄文時代中期後葉）の土器。渦巻状の曲線がいく
つも連結した立体的でダイナミックなデザインのこ
れらの土器は、八ヶ岳西南麓から甲府盆地周辺のみ
に限定され、まるで水煙が立ち上っているような様
から、新潟の有名な火焔型土器に対して、「水煙文土
器」と呼ばれています。水煙文土器は、大きな輪っか
を組み合わせたような装飾と、モンブランのように
細い粘土紐で渦状に巻いた装飾との大きく２種に分
類でき、北原C遺跡からはその両方が揃って出土して
います。縄文人たちの繊細かつ大胆な美意識と技術
の高さをうかがうことができる土器です。
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市民の皆さまへ

　令和5年1月4日の議場における現金配布の問題は、本議会に対する信頼を著しく

失墜させました。同僚議員が起こした軽率な行動により、市民並びに関係者の皆さ

まに多大なご迷惑とご心配をおかけしましたことを、南アルプス市議会を代表いた

しまして深くおわび申し上げます。

　私たちは、議会として二度と同じ過ちを犯さないために全議員で協議を重ね、市民

の皆さまに事実を伝えること、再発防止を徹底すること等を決めました。その内容

については、7月16日に「議会だより臨時号（※）」を発行し市民の皆さまにお知らせ

したところです。

　市民の皆さまの負託を受け行政を監視する立場にある議員は、本来であれば、常に

高い倫理観を持ち品位の保持に努めていなければなりません。しかし、今回、この

ような状況を招いてしまった以上、議員の倫理基準を明文化し市民の皆さまに約束

する必要があると考え、政治倫理条例の策定を再発防止策とさせていただきました。

今後は政治倫理条例の中で、議員が行ってはいけない行為を具体的に列挙し、市民

の皆さまに議員のあるべき姿をお示ししていきたいと思います。

　これまで議会改革の旗を掲げ取り組んできた「議会の見える化」、「市民の声を市

政に反映」、「行政の監視機能の強化」、「政策提言」などは、市民の皆さまからの声

を市政に反映するために進めてきたことです。市民の皆さまの信頼なくして私たち

議会は成り立ち得ません。このことを肝に銘じ市民の皆さまからの信頼を回復する

ため誠心誠意努めてまいります。

　市民の皆さまには、市議会に対しまして率直なご意見を賜りたく巻末の「市民から

ひとこと」等にご投稿いただけたらと存じます。

　今後は市議会の使命を全うすべく全議員が一丸となって精進してまいる所存です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   南アルプス市議会議長   飯野  久

（※）「議会だより臨時号」はホームページに公開しております 

▲
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令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
23
日
に
開
催

さ
れ
、
金
丸
市
長
か
ら
、
専
決
処
分
の
承
認
案
６

件
（
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
補
正
予
算
２
件
）、

お
よ
び
同
意
案
３
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
、
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

  

臨
時
会
で
承
認
さ
れ
た
補
正
予
算

第１回臨時会（５月）の概要 5月23日開催

金丸市長が市民の皆さまに向けて示した約束「三本の柱」  ※市長説明要旨をもとに議会だより編集委員会が作成

集
客
交
流
拠
点
の
整
備

 

・「
コ
ス
ト
コ
」「
地
域
交
流
施
設
」
の
令
和
６
年

　

中
の
開
業
に
向
け
た
着
実
な
準
備

 

・
交
通
の
ハ
ブ
拠
点
の
整
備

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業

 

・
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
道
筋
を
つ
け
る

観
光
産
業
の
発
展

 

・
本
市
へ
の
集
客
を
フ
ル
ー
ツ
観
光
と
山
岳
観
光
に

　

結
び
付
け
る

 

・
伊
奈
ケ
湖
の
整
備

 

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

企
業
誘
致

 

・
さ
ら
な
る
優
良
企
業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出

 

代
表
・
一
般
質
問
　※

８
〜
17  
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

６
月
20
、
21
日
に
14
名
の
議
員
が
代
表
・
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、市
長
が
示
し
た
「
三

本
の
柱
」
に
関
し
て
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら
６
月
30
日

ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
条
例
案
６
件
、
補
正
予
算
案
２
件
、
財

産
の
取
得
案
２
件
、土
地
の
売
払
い
案
１
件
、同
意
案
５
件
、

ほ
か
３
件
、
合
わ
せ
て
19
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   ※

５
ペ
ー
ジ
参
照

　

４
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
後
、
初
と
な
る
今
定
例
会

で
は
、
市
長
説
明
要
旨
に
お
い
て
、
金
丸
市
長
３
期
目
の

市
政
運
営
の
取
り
組
み
方
針
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

対
し
て
の
約
束
「
三
本
の
柱
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ※

下
段
参
照

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
補
正
額
を
１
５
憶
５
７
９

５
万
３
千
円
と
し
、
予
算
総
額
を
３
３
８
億
４
５
５
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。
今
定
例
会
で
は
市
長
選
挙
後

の
肉
付
け
予
算
と
し
て
政
策
的
経
費
や
新
規
事
業
な
ど
の

経
費
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。　

   ※

４
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
定
例
会
最
終
日
に
小
林
敏
徳
議
員
か
ら
議

長
不
信
任
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
討
論
後
の
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   ※

４
ペ
ー
ジ
下
段
参
照

 

市
長
選
挙
後  

初
の
定
例
会

 

一
般
会
計  

政
策
的
経
費
な
ど

 

15 

億
６
千
万
円
を
可
決

第２回定例会（６月）の概要 ６月９日～６月30日開催

ＡＢ

第一の柱「未来をつくる産業振興」第二の柱「希望をかなえる子育て応援」第三の柱「魅力あふれる地域整備」
新産業拠点整備による賑わいの創出を観光
産業に波及させ、交流人口を増加させる。
企業誘致により雇用を創出する。

誰もが安心して子どもを産み、育てられる
環境づくりの取り組みをさらに推進する。
充実した子育て応援を市内外に発信し、移
住定住につなげる。

今後の 4 年間は市が大きく発展するタイミ
ングであることから、住環境や市の発展に
つながるインフラ整備にしっかりと対応す
ることで魅力ある地域をつくる。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

 

・
18 

歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化

 

・
保
育
料
の
完
全
無
償
化

 

・
公
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

 

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
充
実  

等

【
今
後
の
取
り
組
み
】

私
立
や
市
外
小
中
学
校
に
通
う
、
市
内
の
児
童

生
徒
へ
の
実
質
的
な
給
食
費
無
償
化

未
就
学
児
世
帯
へ
の
さ
ら
な
る
支
援

保
育
士
の
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

 

・
保
育
士
の
待
遇
改
善

 

・
保
育
士
の
負
担
軽
減
、
保
護
者
の
利
便
向
上
に
向

　

け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
研
究

新
鏡
中
条
橋
の
整
備

 

・
県
・
関
係
市
町
と
協
議
を
重
ね
る

釜
無
川
の
治
水
対
策

 

・
堆
積
土
砂
の
撤
去
等
を
国
県
に
要
望

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

 

・
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
渋
滞
対
策

 

・
六
科
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
に
向
け
て
検
討
・
対
策

土
地
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

 

・
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

　

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

空
家
の
有
効
活
用

リ
ニ
ア
開
通
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

　     

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

　     

特
別
給
付
金
支
給
事
業（
ひ
と
り
親
）（
そ
の
他
）

●
内
　
容
　
対
象
者
に
対
し
て
、児
童
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　

５
万 

円
を
支
給
す
る

●
対
象
者
　
①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等

　
　
　
　
　

②
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
市
民
税
均  

　
　
　
　
　
　

等
割
が
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
等

●
目
　
的　

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影

　
　
　
　
　

響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て

　
　
　
　
　

世
帯
を
支
援
す
る
た
め

●
財
　
源　

国
の
交
付
金

          

や
ま
な
し
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

         

特
別
給
付
金
事
業（
ひ
と
り
親
）（
そ
の
他
）

●
内
　
容
　
Ａ
の
事
業
の
支
給
対
象
者
に
対
し
て
児

　
　
　
　
　

童
１
人
に
つ
き
５
万
円
を
上
乗
せ
し
て

　
　
　
　
　

支
給
す
る

●
目
　
的　

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影

　
　
　
　
　

響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て

　
　
　
　
　

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
に
、
国
が
実

　
　
　
　
　

施
す
る
給
付
事
業
に
上
乗
せ
す
る
形

　
　
　
　
　

で
山
梨
県
が
独
自
に
実
施

●
財
　
源　

山
梨
県
の
補
助
金
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　 １月４日に議場で現金が配布された件に関して、 議長と

しての問題解決を曖昧にした結果、 世間を巻き込む大問

題となってしまった。 議会としての早急な対応を逸し、 問

題を終息させることに努力することなく議会を混乱させた

責任は重大であるため、 議長の不信任を発議する。

南アルプス市議会  飯野 久 議長の不信任決議案

討 論　　                         私はこう考える

問題解決を曖昧にした

責任は重大

小林 敏徳 議員
提
案
理
由

反
対
討
論

賛成！ 反対！

　 ①今回の件について議長の判断と対応は極めて適正、 適

切である。②議長が辞めなくてはならない理由が全く無い。

③みんなで議会改革を進めている重要な時期に議長を交代

することは適切ではない。 以上３つの理由により、 不信任案

の提出は言語同断であり、 議長不信任案に反対する。

議長不信任の理由が

全く無い！！ 

有野 一成 議員

討論後の起立採決の結果、賛成少数で議長不信任決議案は否決となりました。

  　　議案の経緯　
　　　

定例会最終日（6月30日）に小林敏徳議員から議長不信任の動議が提出されました。

第２回定例会（６月）で決まった注目案件（補正予算）

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
給
付
金

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支
給
事
業

1億8644万円
 

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を

　
　
支
給
す
る

 
・
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
低
所
得
世
帯
の
支
援
の

　
　
た
め

 

・
財
源
は
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

家
計
急
変
世
帯
に
給
付
金

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支
給
事
業

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
市
単
）

305万円

 

・
対
象
と
な
る
世
帯
に
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
支

　
　
給
す
る

 

・
対
象
は
、
令
和
５
年
１
月
以
降
家
計
急
変
に
よ
り
住

　
　
民
税
非
課
税
と
同
水
準
の
世
帯

 

・
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
低
所
得
世
帯
の
支
援
の

　
　
た
め

 

・
市
が
独
自
に
実
施
す
る
事
業

保
育
所
給
食
保
護
者
負
担
を
軽
減

南
部
保
育
所
主
食
提
供
整
備
事
業  

ほ
か
２
事
業

946万円

 

・
南
部
７
保
育
所

(
若
草
、
櫛
形
中
央
、
櫛
形
北
、
　

　
　
櫛
形
西
、
豊
、
落
合
、
南
湖
)
に
お
い
て
、
主
食

(
白

　
　
米
等
)
の
提
供
を
行
う

南
部
７
保
育
所
に
通
う
３
歳
以
上
児
の
昼
食

●
こ
れ
ま
で
　
　

 

・
お
か
ず
は
保
育
所
で
提
供 

 

・
主
食
は
各
家
庭
で
持
参

●
今
後

 

・
お
か
ず
は
保
育
所
で
提
供

 

・
主
食
も
保
育
所
で
提
供

   

(
各
家
庭
で
の
主
食
の
持
参
は
不
要
に
な
る
)

 

・
１
人
あ
た
り
１
か
月
５
５
０
円
の
負
担
金

想
定
浸
水
深
の
表
示
板
を
設
置

防
災
対
策
事
業

143万円

 

・
市
内
１
４
５
箇
所
に

　
　
表
示
板
を
設
置
す
る

 

・
市
民
の
皆
さ
ま
が
、

　
　
日
頃
か
ら
水
害
リ
ス

　
　
ク
を
把
握
し
、
水
防

　
　
災
へ
の
意
識
を
高
め
、

　
　
浸
水
深
の
知
識
を
深

　
　
め
る
こ
と
を
目
的
に

　
　
実
施

小
中
学
校
体
育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

屋
内
運
動
場
等
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
校
分
）（
中
学
校
分
）

103万円

 

・
小
学
校
11
校
、
中
学
校
６
校
の
屋
内
運
動
場
の
照
明  

   

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

基
本
構
想
を
策
定

伊
奈
ケ
湖
周
辺
再
整
備
事
業

293万円

 

・
櫛
形
山
お
よ
び
伊
奈
ケ
湖
周
辺
の
観
光
資
源
の
利
活

   

用
を
図
る
た
め
の
再
整
備
基
本
構
想
を
策
定
す
る

農
業
の
生
産
基
盤
強
化
を
支
援

南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業

1億445万円

 
・
農
業
の
収
益
力
強
化
、
高
性
能
な
機
械

・
施
設
の
導 

   

入
な
ど
を
総
合
的
に
支
援
す
る

 

・
財
源
は
、
県
の
補
助
金
等
を
活
用

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

防
犯
対
策
事
業

249万円

 

・
市
内
５
箇
所
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

 

・
犯
罪
の
抑
止
、
事
件
等
の
早
期
解
決
、
そ
の
他
市
民 

   

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
に
実
施

ピックアップ



05　 南アルプス市議会だより No.81

令和５年第１回臨時会 第２回定例会 審議した議案とその結果
上程議案
飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。

〇：賛成
×：反対
棄：棄権

賛否同数の場合のみ、議長採決として表明します。
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総
務
常
任
委
員
会

●
財
産
の
取
得

　（
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

　
　
　
一
般
競
争
入
札
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

　
　
　
入
札
に
参
加
し
た
業
者
の
数
は
。

　
　
　
参
加
業
者
は
３
者
で
あ
る
。

●
財
産
の
取
得

　（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
）

　
　
　
多
数
の
機
能
を
備
え
た
車
両
で
あ
る

　
　
　
が
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
飲
料
水

を
供
給
す
る
「
給
水
車
」
と
し
て
の
活
用
は

可
能
か
。

　
　
　
ホ
ー
ス
連
結
箇
所
に
蛇
口
を
設
置
す

　
　
　
る
こ
と
で
、
飲
料
水
と
し
て
の
供
給

は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
使
用
す
る
ア
プ
リ
は
決
ま
っ
て
い
る

　
　
　
の
か
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
利
用
し
て

　
　
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
際

の
ロ
グ
イ
ン
時
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読

み
取
り
が
不
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
電
子

証
明
書
を
搭
載
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基

準
に
つ
い
て
も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
機

種
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
カ
ー
ド
で
は
な

く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
が
要
因

の
ト
ラ
ブ
ル
等
は
な
い
と
思
う
。

　
　
　
国
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
紐

　
　
　
づ
け
等
で
問
題
が
多
々
出
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
か
ら
起
こ
り
う

る
問
題
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
想
定
し
検
証

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
検
証

等
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
の
マ
イ
ナ

　
　
　
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
証
明
書
の
誤

発
行
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
国
等
の
指
導
に

よ
り
、
シ
ス
テ
ム
等
の
点
検
を
す
で
に
終
了
し

て
い
る
。
今
回
の一部
改
正
に
お
け
る
証
明
書

発
行
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

事
業
者
等
で
機
器
へ
の
対
応
途
中
で
あ
り
、

こ
の
期
間
を
利
用
し
て
国
で
も
再
検
証
を
進

め
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
施
行
さ
れ
る
ま
で

に
時
間
が
あ
る
た
め
、
来
庁
者
等
への
説
明
の

際
に
不
安
な
点
等
を
聞
き
取
り
、
状
況
等
を

把
握
し
て
い
き
た
い
。
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QA

QA

６
月
議
会

 
各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

Q

   

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
南
地
区

　
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

　
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

　
条
例
の
制
定

　
　
　
条
例
に
違
反
し
た
場
合
に
現
状
復
帰

　
　
　
を
命
じ
る
規
定
は
な
い
の
か
。

　
　
　
こ
の
条
例
は
、
地
区
計
画
の
区
域
内

　
　
　
の
建
築
物
の
用
途
、
構
造
及
び
敷
地

に
関
す
る
制
限
を
定
め
て
い
る
が
、一方
で
第

10
条
に
お
い
て
「
こ
の
条
例
の
規
定
は
、
市

長
が
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
用
途
上
又
は

構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た

も
の
及
び
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
許
可

の
範
囲
内
に
お
い
て
適
用
し
な
い
。」
と
し
て

「
公
益
上
必
要
な
建
築
物
の
特
例
」
に
つ
い
て

も
規
定
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
建
物
を
建
て
る
際
に
は

建
築
確
認
申
請
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る

の
で
、
条
例
で
は
現
状
復
帰
に
つ
い
て
は
規
定

さ
れ
て
い
な
い
。

A QA
 

審
査
結
果

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

QA

   
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　●
南
ア
ル
プ
ス
市
印
鑑
条
例
の

 

　
一
部
改
正

　
　
　
現
時
点
で
想
定
し
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
や
リ
ス
ク
等
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
今
回
の一部
改
正
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

　
　
　
ス
ト
ア
な
ど
の
民
間
事
業
者
が
設
置

す
る
機
器
を
使
っ
て
証
明
書
が
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

加
え
、
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
印
鑑
証
明
書
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、

電
子
証
明
書
を
搭
載
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
、
今
の
と
こ
ろ
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端
末
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
今
般
発
生
し
た
ト
ラ

ブ
ル
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
庁
で

総
点
検
を
進
め
て
い
る
た
め
今
の
と
こ
ろ
想
定

は
し
て
い
な
い
。

QA   

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

現在、八田消防署で使用している
小型動力ポンプ付水槽車



　
　
　

予
算
の
う
ち
委
託
料
が
多
く
を
占
め

　
　
　

て
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
中
の
「
基

本
構
想
（
案
）
の
作
成
」
に
つ
い
て
業
者
に

委
託
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画

　
　
　
審
議
会
な
ど
皆
さ
ま
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
主
体
的
に
作
っ
て
い
く
。
業
務
の
支
援

に
つ
い
て
業
者
に
委
託
す
る
が
、
基
本
構
想

（
案
）
の
作
成
を
丸
投
げ
し
て
委
託
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

　

整
備
事
業

　
　
　

整
備
中
の
集
客
交
流
拠
点
に
つ
い
て
、

　
　
　

市
の
玄
関
口
と
し
て
認
知
度
を
高
め

人
々
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
る
施
設
に
す
る
た

め
、
施
設
の
愛
称
を
募
集
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
募
集
の
方
法
は
。

　
　
　
広
く
公
募
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の
目
に

触
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

●
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業

　
　
　

猫
の
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手
術
の

　
　
　

費
用
を
助
成
す
る
（
助
成
金
額
は

雄
１
万
円
、
雌
１
万
５
千
円
）
と
い
う
内
容

で
、
昨
年
度
も
実
施
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
が
、

昨
年
度
の
実
績
に
照
ら
し
て
今
年
度
の
予
算

は
足
り
て
い
る
の
か
。
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昨
年
度
の
実
績
は
６
６
３
匹
で
あ
り

　
　
　
予
算
の
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
県
の

補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
な
の
で
、
県
が
こ

の
事
業
に
つ
い
て
補
正
予
算
を
計
上
す
れ
ば
、

本
市
で
も
補
正
予
算
を
計
上
し
て
対
応
す
る

予
定
で
あ
る
。

●
伊
奈
ケ
湖
周
辺
再
整
備
事
業

　
　
　

林
間
学
校
を
伊
奈
ケ
湖
で
行
っ
て
い

　
　
　

る
学
校
が
昔
と
比
べ
る
と
減
っ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
学
校
行
事
で
の
経
験
は
子

ど
も
の
記
憶
に
残
り
施
設
へ
の
親
し
み
や
す

さ
に
も
つ
な
が
る
。
林
間
学
校
を
伊
奈
ケ
湖

で
行
う
よ
う
に
各
学
校
に
働
き
か
け
は
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
働
き
か
け
は
し
て
い
る
が
、
林
間
学

　
　
　
校
の
行
先
は
各
学
校
が
決
め
る
こ
と

で
あ
り
難
し
い
点
も
あ
る
。一方
、一昨
年
か

ら
学
校
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
、
小
学
生

の
う
ち
１
回
は
伊
奈
ケ
湖
に
行
っ
て
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
を
学
ん
で
も
ら
う
と
い
う
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
働
き
か
け
を
し
て

い
き
た
い
。

る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で
は
何
段
階
か
の

水
深
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
深
さ
に
つ
い
て
表
示
を

行
う
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
防
犯
対
策
事
業

　
　
　

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
市
内
５
か
所
に

　
　
　

設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
設

置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
と
そ
の
映
像
等
の
管
理
者

は
ど
こ
の
部
署
に
な
る
の
か
。

　
　
　
街
頭
に
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
防
災
危
機
管
理
課
が
所
管
す

る
。●

第
３
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画

　

策
定
事
業

　
　
　

本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
ア
ン

　
　
　

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
総
合
計
画
の
策

定
に
お
い
て
市
民
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
う

た
め
の
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
内
容
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
の

か
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は

　
　
　
今
後
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
現
在
行
っ
て
い
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
重
複

す
る
こ
と
な
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
重
要
性
を
認

識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
市
を
前
に
進
め
て
い

く
上
で
必
要
な
内
容
を
市
民
の
方
々
か
ら
お

聞
き
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

●
仮
想
基
盤
機
器
更
新
事
業

　
　
　

機
器
の
老
朽
化
と
メ
ー
カ
ー
サ
ポ
ー

　
　
　

ト
終
了
に
伴
い
機
器
を
更
改
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
初
予
算
に
計
上
せ
ず

に
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る
経
緯
等
が
あ
れ

ば
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
市
長
選
挙
が
あ
り
、
当
初
予
算
に
つ

　
　
　
い
て
は
新
規
事
業
等
を
抑
え
た
骨
格

予
算
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
補
正
予
算
で
の
対

応
と
し
た
。

●
防
災
対
策
事
業

　
　
　

市
内
１
４
５
箇
所
に
想
定
浸
水
深

　
　
　

表
示
板
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ

QA

A Q

 　

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
長
を

除
く
全
議
員
で
、
６
月
23
日
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
６
月
９
日
に
提
出
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）ほ
か

１
議
案
、
お
よ
び
６
月
21
日
に
追
加
で
提

出
さ
れ
た
１
議
案
、
以
上
の
３
案
件
が
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

A

Q

A Q

 

審
査
結
果

　

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

A Q

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

A Q A Q

A

Q



観
光
産
業
の
振
興
」
の
推
進
策
は
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
、
静
岡
・
山
梨
両
県
の
経

　
　
　
済
連
携
で
あ
る
「
バ
イ・ふ
じ
の
く
に
」

を
契
機
に
、
中
部
横
断
自
動
車
道
を
活
用
し

た
観
光
施
策
を
進
め
て
き
た
。
今
年
度
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
と
し
て
清
水
港
や
富
士
山

静
岡
空
港
を
利
用
す
る
外
国
人
の
誘
客
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。
フ
ル
ー
ツ
観
光
に

つ
い
て
は
、
現
在
主
力
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に

加
え
、
桃
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
い
ち
ご

な
ど
年
間
を
通
し
た
フ
ル
ー
ツ
観
光
の
推
進
に

努
め
る
。
ま
た
、
山
岳
観
光
に
つ
い
て
は
、
早

川
芦
安
周
遊
道
路
の
開
通
を
見
越
し
て
広
河

原
周
辺
や
夜
叉
神
峠
の
活
用
に
つ
い
て
民
間
企

業
と
連
携
す
る
こ
と
や
エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
周

辺
、
櫛
形
山
エ
リ
ア
の
活
用
な
ど
、
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
更
な
る
推
進
に
取
り
組
む
。

　
　
　
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し

　
　
　
て
、
こ
れ
ら
を
体
験
し
て
学
ぶ
と
と

も
に
、
そ
の
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境

や
歴
史
文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ
と
い
う

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
に
沿
っ
た
観
光

産
業
の
振
興
と
移
行
地
域
の
産
業
振
興
を
目

的
と
し
た
農
家
民
宿
事
業
を
推
進
で
き
な
い

か
。

　
　
　
市
と
し
て
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
を

　
　
　
作
る
時
期
に
き
て
い
る
。
農
家
民
宿

の
農
業
形
態
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
実
行

で
き
る
よ
う
検
討
、
研
究
し
て
い
く
。

市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。
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南風

櫻田 力 議員

な
る
増
額
で
、
自
主
財
源
の
確
保
、
充
実
に

努
め
る
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
第
四
次
行
政

改
革
大
綱
に
基
づ
く
コ
ス
ト
意
識
と
経
費
削

減
の
徹
底
と
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
安
定
的
な

行
財
政
運
営
の
維
持
に
努
め
る
。

　
　
　
財
政
の
健
全
性
、県
内
13
市
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
ワ
ン
は
評
価
す
る
が
、
自
治
体
の
財

政
力
を
示
す
経
済
力
指
数
、自
主
財
源
比
率
、

経
常
収
支
比
率
な
ど
に
つ
い
て
も
目
標
値
を

定
め
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
ご
指
摘
の
指
標
を
目
標
と
す
る
こ
と

　
　
　
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

指
標
を
ど
の
よ
う
に
示
し
活
用
す
る
か
を
研

究
す
る
。

　
　
　
産
業
の
振
興
策
の
一
つ
で
あ
る
「
イ

　
　
　
ン
バ
ウ
ン
ド
や
県
外
客
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
フ
ル
ー
ツ
観
光
・
山
岳
観
光
な
ど

  

金
丸
市
長
が
集
大
成
と
位
置
付
け
る  

  

３
期
目
の
市
政
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
市
長
の
３
期
目
の
公
約
で
あ
る
「
産 

　
　
　
業
の
振
興
」「
子
育
て
・
人
口
増
加

へ
の
対
応
」「
総
合
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
と
、

持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
の
実
現
に

は
、
自
主
財
源
を
中
心
と
し
た
歳
入
基
盤
を

確
立
し
、
そ
の
確
保
・
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
費
の
削
減
に

よ
る
歳
出
の
抑
制
を
図
る
な
ど
に
よ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
効
率
的
な
財

政
運
営
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
具
体
策
は
。

　
　
　
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
た
企

　
　
　
業
誘
致
と
若
者
や
子
育
て
世
代
の
増

加
を
促
す
た
め
の
移
住
・
定
住
政
策
の
実
施

に
よ
る
市
税
の
増
収
や
、
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
充
実
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
更

Q

A Q

自主財源を中心とした歳入基盤確立の具体策は

▲

積極的な企業誘致、移住・定住政策、ふるさと納税制度の充実に
　取り組む。

産業振興策のひとつである「観光産業」の推進策は

▲

清水港や富士山静岡空港を利用する外国人の誘客とフルーツ観光・
　山岳観光に取り組む。

AA Q

A

Q

データ出典：山梨県HP「財政状況資料集」
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ど
も
が
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
本
市
の
こ

れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
策
等
の
成
果
だ
ろ
う
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

子
育
て
環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
る

　
　
　

た
め
の
今
後
の
具
体
策
は
。

　
　
　
私
立
や
市
外
に
通
う
小
中
学
校
児
童・

　
　
　
生
徒
の
給
食
費
無
償
化
、
保
育
所
で

の
お
む
つ
所
内
処
理
、
若
草
・
甲
西
・
櫛
形

地
区
の
公
立
保
育
所
で
の
白
米
提
供
等
を
実

施
し
て
い
く
。

　
　
　

私
立
や
市
外
に
通
う
児
童
・
生
徒
の

　
　
　

給
食
費
無
償
化
は
い
つ
か
ら
実
施
す

る
の
か
。

　
　
　
令
和
５
年
度
分
か
ら
実
施
す
る
方
向

　
　
　
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

保
育
所
の
白
米
提
供
の
保
護
者
負
担

　
　
　

金（
月
額
５
５
０
円
）も
無
償
化
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　
　
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
市
内
の
公
立

　
　
　
保
育
所
に
通
っ
て
い
る
３
歳
以
上
児

代表質問代表質問代表質問
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子
育
て
環
境
の
一
層
の
充
実

　
　
　

今
年
３
月
に
子
ど
も
・
子
育
て
応
援

　
　
　

宣
言
が
行
わ
れ
た
。
本
市
の
子
育
て

環
境
は
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
が

現
状
と
課
題
は
。　

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

　
　
　
償
化
、
保
育
料
の
完
全
無
償
化
、
新

生
児
お
む
つ
代
助
成
等
の
経
済
的
支
援
の
ほ

か
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
学
童
保
育

施
設
、
保
育
所
等
の
改
修
・
改
築
等
、
様
々

な
子
育
て
環
境
の
充
実
に
最
優
先
で
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
充
実
を
市
内
外

に
発
信
し
、
今
後
も
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重

し
た
子
育
て
支
援
を
市
政
の
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
強
い
決
意
を
表
明
す
る

た
め
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
都
市
」
を
宣

言
し
た
。課
題
は
、子
育
て
環
境
の
充
実
に
よ
っ

て
増
加
し
、
ま
た
、
今
後
も
増
加
が
予
想
さ

れ
る
転
入
児
童
への
対
応
と
し
て
３
歳
未
満
児

保
育
入
所
者
、一
時
預
か
り
事
業
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
の
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
等

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

子
ど
も
の
転
入
者
は
ど
の
く
ら
い
増

　
　
　

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
は
増
加

原
因
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
推

　
　
　
移
を
見
る
と
、
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で

が
３
６
５
人
の
増
加
、
４
歳
か
ら
６
歳
ま
で
が

１
２
６
人
増
え
て
い
る
。
特
に
低
年
齢
層
の
子

Q

新政南アルプス

有野 一成 議員

AQA

Q

A

県下トップクラスの本市の子育て環境の
更なる充実策は!!

▲

私立や市外に通う小中学校児童・生徒の給食費無償化等を実施し 
　ていく。

市道八田14号線の西進延長の早期実現は!!

▲

県の有野・旭バイパスの進捗状況を把握し関係機関と協議して進
　めていく。

A

Q

 

市
道
八
田
14
号
線
の
延
伸

　
　
　

市
長
公
約
の
八
田
14
号
線
の
延
伸
の

　
　
　

必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
伺
う
。

　
　
　
八
田
14
号
線
の
西
進
延
伸
は
、
六
科

　
　
　
交
差
点
の
渋
滞
解
消
だ
け
で
な
く
、

本
市
の
山
岳
観
光
、
企
業
誘
致
、
産
業
振
興

等
の
施
策
に
繋
が
り
、
更
に
山
梨
県
が
現
在

進
め
て
い
る
有
野
・
旭
バ
イ
パ
ス
と
の
接
続
に

よ
り
、
本
市
の
主
要
幹
線
道
路
網
の
構
築
や

周
辺
地
域
の
渋
滞
緩
和
に
も
効
果
が
見
込
め

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

同
道
路
の
西
進
延
長
は
、
市
の
最
優

　
　
　

先
整
備
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
、
有

野
・
旭
バ
イ
パ
ス
が
北
進
し
富
士
通
ア
イ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
株
）の
東
側
交
差
点
の
完
成
と
同

時
期
に
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
山
梨
県
と
密
に
連
携
し
、
情
報
を
共

　
　
　
有
し
な
が
ら
有
野
・
旭
バ
イ
パ
ス
の
進

捗
状
況
の
把
握
に
努
め
、
周
辺
の
土
地
利
用

の
状
況
や
地
権
者
、
地
元
自
治
会
等
の
意
向
、

ま
た
、
財
源
確
保
も
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

QA は
、
全
体
の
47
％
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
民

間
幼
稚
園
等
の
実
態
の
状
況
等
も
含
め
て
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
当
面
は
、
３
歳
未
満
児
の
保
育
所
入
所
の

問
題
、
ま
た
、
保
育
所
等
を
利
用
し
て
い
な

い
家
庭
の一時
預
か
り
保
育
等
の
拡
充
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

A QA Q
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討
議
の
焦
点

躍進会

野中 國幹 議員

  

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
　
　

昨
今
の
犯
罪
状
況
を
鑑
み
る
と
、
防 

　
　
　

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
必
要
不
可
欠
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
自
治
会
施
設
や
災
害

避
難
場
所
等
と
い
っ
た
、
準
公
共
的
施
設
に

つ
い
て
自
治
会
等
か
ら
設
置
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
市
か
ら
の
助
成

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
地
域
住
民
の
身
近
に
起
き
る
犯
罪
の

　
　
　
発
生
を
抑
止
す
る
と
共
に
、
事
件
の

早
期
解
決
に
お
い
て
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
の
設

置
は
、
大
変
有
効
な
防
犯
対
策
で
あ
る
。
本

市
に
お
い
て
は
、
現
在
、
市
内
小
中
学
校
、

保
育
所
、
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
74
施
設
に
防
犯

  

市
長
３
期
目
に
向
け
て
の
優
先
課
題

　
　
　

本
年
４
月
27
日
に
３
期
目
の
市
長
と

　
　
　

し
て
就
任
さ
れ
、
６
月
議
会
の
所
信

表
明
で
も
本
市
の
将
来
像
に
お
け
る
取
組
や

道
筋
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後

何
を
優
先
的
に
行
う
か
、
特
に
手
掛
け
た
い

事
業
等
は
何
か
。

　
　
　
本
議
会
の
所
信
に
お
い
て
「
未
来
を

　
　
　
つ
く
る
産
業
振
興
」「
希
望
を
か
な
え

る
子
育
て
支
援
」「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
整

備
」
の
３
本
の
柱
を
公
約
に
掲
げ
、
柱
に
位

置
付
け
た
事
業
を
推
進
す
る
。
先
ず
は
、
本

市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
を
着
実
に
完
了
さ
せ

る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
。
更
に
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
50
〜
60 
ha
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
も
、
本
市
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
大
規
模
な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
任

期
中
に
道
筋
を
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
子
育
て
応
援
を
掲
げ
る
本
市
に
と
っ
て
、

保
育
士
の
不
足
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
。
更
に
、
新
鏡

中
條
橋
の
整
備
は
人
流
や
物
流
、
防
災
面
に

お
い
て
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
地
域
の

発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

確
実
な
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。
お
示
し
し
た
３
本
の
柱
に
位

置
付
け
た
事
業
を
し
っ
か
り
と
推
進
す
る
こ

と
で
、
本
市
が
持
つ
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最

大
限
に
引
き
出
し
て
い
く
。

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
山
梨

県
の
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、
市
内
５
か
所

に
「
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
」
を
設
置
し
た
。
本

年
度
は
大
師
区
自
治
会
に
お
い
て
、
山
梨
県

の
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、「
子
ど
も
の
見

守
り
や
窃
盗
等
犯
罪
抑
止
」
を
目
的
に
「
街

頭
防
犯
カ
メ
ラ
」
を
地
区
５
か
所
に
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。
自
治
会
管
理
の
施
設
等
へ

の
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
設
置
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
配
慮
の
ほ
か
、
地

域
住
民
の
合
意
形
成
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

自
治
会
の
運
用
状
況
を
整
理
す
る
中
で
検
討

し
て
い
く
。

QA

QA

街頭防犯カメラ

市長３期目に向けての優先課題は

▲

本議会の所信に述べた、３本の柱を公約として推進する。

防犯カメラの設置は

▲

補助金制度の導入を図り整備を推進する。
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市
民
参
加
型
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
市
民
参
加
型
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

　
　
　
民
団
体
等
の
柔
軟
な
発
想
や
専
門
性

を
生
か
し
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

に
活
動
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
昨
年
度
は
４

団
体
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
今
年
度
は
、
５
月
下
旬
に
開
催
し
た
審
査

代表質問代表質問代表質問

討
議
の
焦
点

  

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
　
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
現
在

　
　
　
の
取
り
組
み
は
。
　

　
　
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
３
本

　
　
　
の
柱
で
あ
る
、「
地
域
へ
の
愛
着
や
誇

り
の
醸
成
」「
観
光
の
振
興
」「
移
住
定
住
の

促
進
」
を
軸
と
し
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
の
３
本
の
柱
が
相
互

に
連
携
す
る
こ
と
で
、「
ま
ち
」
の
魅
力
が
高

ま
り
、
ま
た
、
そ
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
で
、
本
市
が
「
行
き
た
い
ま
ち
、

住
み
た
い
ま
ち
」
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
「
地
域
への
愛
着
や
誇
り
の
醸
成
」
に
つ
い
て

は
、
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
市
民
参
加
型

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
、
昨
年
度

よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　
「
観
光
の
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
中
部
横
断

自
動
車
道
を
活
用
し
た
「
バ
イ・ふ
じ
の
く
に
」

の
取
り
組
み
を
契
機
に
、
静
岡
方
面
を
中
心

と
し
た
フ
ル
ー
ツ
・
山
岳
観
光
の
推
進
に
力
を

入
れ
て
き
た
。

　
「
移
住
定
住
の
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
移
住

希
望
者
に
本
市
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
や
地

域
と
の
ふ
れ
あ
い
等
を
中
長
期
で
体
験
す
る
た

め
の
拠
点
を
提
供
す
る
「
お
試
し
住
宅
事
業
」

を
、
ま
た
、
移
住
希
望
者
が
短
期
の
滞
在
を

体
験
す
る
際
に
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
「
お
試
し
滞
在
制
度
」
を
実
施

し
て
い
る
。

Q

公明党

小池 伸吾 議員

A

A

シティプロモーション事業における
市民参加型の取り組み状況は

▲

市民団体等の柔軟な発想や専門性を生かし、本市の魅力を発信し 
　ていただいている。今後はさらなる波及効果に期待し応募団体を
　後押ししながら進める。

Q

会
に
お
い
て
、
企
業
の
社
員
が
本
市
で
の
余
暇

を
楽
し
み
な
が
ら
合
宿
を
行
う
様
子
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
発
信
す
る
「
南
ア
ル
プ
ス
市
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
」

な
ど
３
団
体
の
事
業
を
採
択
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
波
及
効
果
が

よ
り
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
応
募
団
体
を
後
押

し
つ
つ
、
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
も
含
め
、
本

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

　
　
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
産
業
拠
点
整

　
　
　
備
事
業
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
新
産
業
拠
点
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方

　
　
　
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
様
々
な

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
中
心
的
な
役
割
を
担

う
場
所
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
発
信
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
観
光
分
野
に

お
け
る
フ
ル
ー
ツ
狩
り
や
山
岳
情
報
と
い
っ
た

四
季
折
々
の
情
報
か
ら
、
歴
史
・
文
化
と
いっ

た
年
間
を
通
じ
た
情
報
、
ま
た
ユ
ネ
ス
コ
の
理

念
で
あ
る
自
然
と
の
共
生
を
図
る
取
り
組
み
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
移
住
定
住
や
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
な
ど
様
々
な
分
野
の
発
信
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
拠
点
施
設
で
は
、
こ
う
し
た
情
報
を
広
く

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
交
流
人
口
の

増
加
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
活

用
で
き
る
よ
う
官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A Q
出典：「南アルプス市シティプロモーション戦略」

シティプロモーションの戦略の柱
県内外の多くの人に南アルプス市の魅力を知ってもらい

「行きたいまち、住みたいまち」に選ばれる

市民参加を通じ、市民が地域に愛着と誇りを持ち
転出抑制、定住化、出生率の増加を目指す

地域への愛着や誇りの醸成

交流人口の増加・市内周遊の促進
地域経済の活性化を目指す

観光の振興

移住を促進し
移住定住人口の拡大を目指す

移住定住の促進

市民

交流
人口

関係
人口

シティプロモーション活動
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討
議
の
焦
点

未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員

安
定
し
た
事
業
活
動
が
営
め
る
観
点
か
ら
、

意
欲
あ
る
事
業
者
が
創
意
工
夫
に
よ
り
社
会

情
勢
の
変
化
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
商
工
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
、
協
力
体
制
を

構
築
し
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス

Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
で
の
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
や
コ

ス
ト
コ
の
誘
致
に
よ
る
相
乗
効
果
を
追
い
風
に

新
た
な
企
業
誘
致
を
進
め
、
交
流
人
口
や
商

圏
の
拡
大
、
ま
た
観
光
の
活
性
化
を
行
い
、

税
収
の
増
加
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

持
続
的
な
財
政
力
の
安
定
化
の
観
点

　
　
　

か
ら
産
業
振
興
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
３
期
目
の
市
長
公
約
で
は
、「
未
来

　
　
　
を
つ
く
る
産
業
振
興
」と
し
て
、
五
つ

の
施
策
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
振
興
策

を
踏
襲
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体
的
な
取
り

組
み
を
示
し
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
産
業

振
興
策
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
、
財
政
力

  

産
業
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　

市
長
は
３
期
目
の
市
政
運
営
に
お
け 

　
　
　

る
産
業
振
興
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
３
期
目
は
、
引
き
続
き
、
新
産
業
拠

　
　
　
点
整
備
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
更

な
る
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
機
会
や
既
存
産

業
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
促
進
し

て
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
を
推
進
す
る
。

　
　
　

市
の
作
成
し
た
資
料
で
は
、
僅
か
７

　
　
　

年
間
で
事
業
所
等
は
５
８
６
社
が
減

少
し
て
従
業
員
数
も
７
４
７
人
の
雇
用
が
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
が
作
成
し
た
別
の

資
料
で
は
、
平
成
26
年
か
ら
平
成
28
年
の
２

年
間
で
従
業
員
数
５
千
人
が
減
少
し
、
事
務

所
数
は
約
２
千
社
が
減
少
し
て
い
る
。
市
は
、

こ
の
既
存
産
業
の
減
少
の
直
接
的
な
対
応
を

放
置
し
て
、
こ
れ
に
代
わ
る
手
だ
て
と
し
て
、

新
た
な
企
業
誘
致
で
既
存
産
業
の
減
少
か
ら

生
じ
る
経
済
的
価
値
の
回
復
を
図
る
と
し
た

政
策
コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
る
。
し
か
し
、
既
存

産
業
対
策
が
不
十
分
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

税
の
増
加
を
図
る
た
め
の
産
業
政
策
論
と
し

て
は
偏
り
感
が
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
市
は

既
存
産
業
が
も
た
ら
す
税
収
と
新
規
誘
導
産

業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
税
収
が
加
算
さ
れ
る
仕
組

み
の
政
策
が
必
要
で
あ
る
が
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
既
存
産
業
に
つ
い
て
は
、
収
益
性
や

　
　
　
後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
に
対
し
、

の
安
定
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

市
は
財
政
力
の
安
定
化
の
た
め
に
、

　
　
　

移
住
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
人
口
は
漸
次
減
少
の
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
税
収
増
加
を
持
続
的
に
捉
え
る
に
は
、

効
果
的
な
人
口
対
策
を
立
て
て
い
な
い
限
り
、

無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
既
存
企
業
や
雇
用

需
要
の
大
幅
な
減
少
を
踏
ま
え
て
も
な
お
財

政
力
等
は
改
善
し
強
化
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
主
要
な
自
主
財
源
の
市
税
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
こ
こ
数
年
堅
調
に
伸
び
て
い
る

こ
と
か
ら
、
財
政
力
指
数
に
つ
い
て
も
改
善
し

て
伸
び
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
公
共
施
設
に
お

　
け
る
入
札
制
度
や
地
場
産
業
の
活
用
と
関

　
連
企
業
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

　
の
か
。

QA

QA■本市の事業所数および企業数の推移

既存企業が僅か7年間で586社減少している
その対策をどのように講じるのか

▲

既存産業については、安定した事業活動が営める観点から、商工
　会などの関係機関との連携、協力体制を構築し支援している。

QA

QA

代表質問代表質問代表質問

出典：「南アルプス IC 周辺高度活用推進計画（案）」
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

子育て世代の
支えとなる保育士の
処遇改善を

ん
で
い
る
。

　
　
　
保
育
現
場
の
業
務
負
担
の
軽
減
に
つ

　
　
　
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
が
今
後
の
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
と
そ
の
時
期
は
。

　
　
　
昨
年
度

　
　
　
か
ら
調

査
研
究
を
始
め

て
お
り
、
多
く

の
業
務
で
保
護

者
と
保
育
士
の

双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と

が
わ
かっ
た
。

  

保
育
士
の
働
く
環
境
改
善

　
　
　
近
年
、
保
育
士
の
人
材
確
保
や
保
育

　
　
　
士
の
処
遇
改
善
が
急
務
で
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
「
土
曜
保
育
の
見
直
し
」
や
「
会
計

　
　
　
年
度
任
用
職
員
の
人
事
評
価
の
見
直

し
」
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
保
育
士
の
業
務

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を

検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　
休
憩
の
時
間
の
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ

　
　
　
イ
ム
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
重
要
性
を
理
解
し
、
現
在
シ
フ
ト
を

　
　
　
調
整
し
２
箇
所
で
試
験
的
に
取
り
組

南風

藤田 亜由未 議員

QA

新政南アルプス

三木 充 議員

質問の主題

本市が持つ
可能性を生かす

「
市
の
玄
関
口
」、
昨
年
８
月
か
ら
「
南
ア
ル

プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
高
度
活
用
検
討
委
員

会
」
で
検
討
を
重
ね
、
多
く
の
皆
様
よ
り
活

発
な
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、

将
来
的
な
土
地

活
用
の
道
標
と

な
る
「
南
ア
ル

プ
ス
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺

高
度
活
用
推

進
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
「
新
た
な
豊

  

南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

  

高
度
活
用
推
進
計
画

　
　
　
金
丸
市
長
の
３
期
目
の
公
約
と
し 

　
　
　
て
、Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
は
本
市
の
将
来

の
姿
を
決
定
す
る
重
要
な
開
発
事
業
と
位
置

付
け
て
い
る
。
提
出
さ
れ
た
計
画
資
料
に
、

地
域
全
体
に
お
け
る
「
新
た
な
豊
か
さ
」
の

創
出
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、「
新
た
な
豊

か
さ
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
な
の
か
。

　
　
　
新
産
業
拠
点
エ
リ
ア
に
誘
致
し
た
ヒ

　
　
　
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
に
つ
い
て
は
令
和
６
年

夏
頃
、
コ
ス
ト
コ
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
11

月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
エ
リ
ア
は
、
市
の
命
運
を
握
る

QA

  

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
補
助
・
助
成

現
在
、
導
入
に
向
け
て
さ
ら
に
具
体
的
な
調

査
研
究
を
行
っ
た
上
で
、
来
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
庁
内
の
検
討
会
に
上
げ
て
い
き
た
い

考
え
で
あ
る
。

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
の
ア
ン

　
　
　
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
業
務
改
善
案
や
不
満

　
　
　
を
上
げ
た
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

わ
れ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
も
、
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク

の
方
法
を
検
討
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
に
つ
い
て

QA

QA

QA

か
さ
」
と
は
、「
社
会
」、「
経
済
」、「
環
境
」
に
、

「
人
」
と
「
関
係
」
を
加
え
た
五
つ
の
視
点
か

ら
達
成
さ
れ
る
豊
か
さ
で
あ
り
、
本
エ
リ
ア
へ

の
企
業
誘
致
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
経
済
的

な
豊
か
さ
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
世
代
な

ど
が
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
暮
ら
し
や

働
き
方
を
選
択
で
き
る
雇
用
機
会
の
創
出
、

多
様
な
人
々
が
繋
が
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
、

地
域
資
源
と
の
連
携
な
ど
、
総
合
的
な
暮
ら

し
の
中
で
の
豊
か
さ
を
生
み
出
す
こ
と
と
し
て

い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
企
業
・
工
場
誘

　
致
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

南アルプス IC
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だ
が
、今
年
度
の
速

報
値
で
は
40 ・６
％

で
、
市
が
持
つ
自
然

の
豊
か
さ
や
魅
力
の

共
有
に
シ
ン
ボ
ル
が

寄
与
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
滝
沢
川
あ
や
め
祭
り
が
盛
況
に
開
催 

　
　
　
さ
れ
た
。
市
の
花
ア
ヤ
メ
と
し
て
の

位
置
づ
け
は
。

　
　
　
滝
沢
川
河
川
沿
い
の
花
壇
は
櫛
形
山

　
　
　
に
登
ら
な
く
て
も
ア
ヤ
メ
を
楽
し
ん
で

頂
け
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
管
理
は
市
民
と

の
協
働
を
維
持
し
、
ア
ヤ
メ
の
生
育
状
況
を

  

市
の
シ
ン
ボ
ル
を
使
っ
た

  

ま
ち
づ
く
り
と
今
後
の
活
用

　
　
　
シ
ン
ボ
ル
制
定
の
目
的
と
こ
れ
ま
で 

　
　
　
の
活
用
の
経
過
と
今
後
の
活
用
は
。

　
　
　
市
政
15
周
年
に
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

　
　
　
プ
や
市
民
の一体
感
の
醸
成
を
目
的
に

制
定
し
た
。
４
つ
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
市
の
風
土

や
自
然
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
南
ア
ル
プ
ス

市
ら
し
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
、
ポ
ス

タ
ー
や
広
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
　
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
の
成
果
は
。

　
　
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で一体
感
を
感
じ
る

　
　
　
割
合
は
、
平
成
30
年
度
が
19 ・
３
％

QA

健
康
維
持
と
と
も
に
、
お
互
い
に
交
流
し
て

社
会
的
活
動
に
も
繋
が
る
「
男
性
の
運
動
教

室
」
の
開
催
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　
　
男
性
が
興
味
を
持
ち
、
参
加
し
や
す

　
　
　
い
「
男
性
の
運
動
教
室
」
に
つ
い
て

今
後
、
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

  
市
の
花
ア
ヤ
メ
の
管
理

　
　
　
滝
沢
川
の
河
川
敷
に
あ
る
ア
ヤ
メ
の  

　
　
　
花
壇
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
市
の
対

応
は
。

　
　
　
現
在
、
70
か
所
の
花
壇
が
あ
り
、
ボ

　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
よ
り
56
か
所
、

残
り
14
か
所
は
職
員
が
管
理
し
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
に
よ
る
作
業
の
負
担
増

  

健
康
寿
命
の
延
伸

　
　
　
国
に
お
い
て
、
２
０
４
０
年
を
め
ど

　
　
　
に
、
健
康
寿
命
を
３
年
以
上
延
伸
し

て
い
く
プ
ラ
ン
に
向
け
て
、
本
市
の
対
応
は
。

　
　
　
現
在
「
第
三
次
健
康
増
進
計
画
」
と

　
　
　
「
第
二
次
食
育
推
進
計
画
」
を一体
化

し
た
「
健
康
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、

継
続
し
て
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
健
康
格
差

を
縮
小
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
プ

ラ
ン
は
九
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
実
効
性
の

あ
る
計
画
で
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　
健
康
寿
命
を
延
伸
し
て
い
く
た
め
に

　
　
　
は
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
た
め
の
「
介
護
予
防
」
が
重
要
と
考
え
る
。

Q

A

や
人
員
の
減
少
に
つ
い
て
、
市
も
確
認
し
て
お

り
、
検
討
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
ア
ヤ
メ
の
管
理
に
対
し
、
統
一
し
た

　
　
　
見
解
に
よ
り
指
導
、
助
言
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、

　
　
　
作
業
方
法
等
に
つ
い
て
、
助
言
す
る

と
共
に
円
滑
な
活
動

を
支
援
し
、
こ
の
活

動
の
輪
を
広
げ
、
花

と
み
ど
り
の
景
観
づ
く

り
推
進
に
繋
げ
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

ボランティアによるアヤメの
管理

把
握
し
、
多
く
の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
取
り

組
む
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
策
定
に
と
り
か
か
る
総

　
　
　
合
計
画
に
は
位
置
づ
け
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
　
新
た
に
策
定
す
る
総
合
計
画
に
は
市

　
　
　
民
憲
章
と
並
び
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
位
置
づ
け
な
ど
記
載
し
て
い
く
。

　
　
　
総
合
計
画
に
シ
ン
ボ
ル
の
対
外
的
な

　
　
　
活
用
等
盛
り
込
む
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
　
記
載
は
難
し
い
と
考
え
る
。
多
く
の

　
　
　
市
民
を
巻
き
込
む
よ
う
な
取
り
組
み

や
市
外
の
方
に
魅
力
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
発
信

で
き
る
施
策
等
を
各
部
局
に
検
討
を
促
す
。

QA

市役所前のバス停に設置されて
いる市のシンボルの看板

質問の主題

市のシンボル
制定から５年、
今後の活用を！ 新政南アルプス

飯野 多惠子 議員
躍進会

北村 千代子 議員

質問の主題

健康寿命延伸対策と
市の花アヤメの
花壇の管理は

AQ

QA

QA

QA

QAQA
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

公共施設 LED化の
進捗状況は

  

節
電
対
策
と
脱
炭
素
化
を

  

両
立
す
る
取
り
組
み

　
　
　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、 

　
　
　

政
府
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
保
有
す
る

全
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
本

市
の
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
脱
炭
素
に
向
け
た
重
要
な
取
り
組
み

の一つ
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
今
議
会
に
、
庁

舎
の
本
館
、西
別
館
、東
別
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
、

小
学
校
11
校
、
中
学
校
６
校
の
屋
内
運
動
場

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

今
後
も
、
電
気
の
使
用
量
や
頻
度
等
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
急
速
充
電
ス
タ
ン

躍進会

三枝 守和 議員

QA

公明党

齊藤 博明 議員

質問の主題

理念の実現を
担保するのが、
「条例」である

　
こ
ど
も
基
本
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の

責
務
と
し
て
、法
律
の
基
本
理
念
に
のっ
と
り
、

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
施

策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
理
念
を
定
め
る

条
例
策
定
の
必
要
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
基
本
法
に
基
づ
く
市
町
村

計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
お
り
、

併
せ
て
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
子
育
て

関
連
施
策
の
基
本
計
画
と
し
て
き
た
こ
ど
も

子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
「
こ
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
と
、
子
ど
も
若
者
育
成
推

進
法
に
基
づ
く
「
市
町
村
こ
ど
も
若
者
計

画
」、
子
供
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
「
市
町
村
計
画
」、
次
世
代

  「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
宣
言
」の

  

評
価
と
次
な
る
ス
テ
ッ
プ

  （「
南
ア
ル
プ
ス
市
子
ど
も
の
権
利
  

条
例
」の
制
定
に
向
け
て
）

　
　
　
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
宣
言
」
に 

　
　
　

お
け
る
崇
高
な
精
神
が
、
侵
害
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
未
来
に
わ
た
り
守
り
続
け
ら

れ
る
た
め
に
も
、
今
こ
そ
「（
仮
）
南
ア
ル

プ
ス
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
の
制
定
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
の
所
見
は
。

　
　
　
国
で
は
、
本
年
４
月
に
、
こ
ど
も
の

　
　
　
基
本
的
人
権
及
び
権
利
が
等
し
く
保

障
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
「
こ
ど
も
基
本

法
」
を
施
行
し
た
。

QA

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
市
町
村
計

画
と
を一体
化
し
て
策
定
す
る
よ
う
規
定
さ
れ

て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
今
年
度
中
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
、
来
年
度
、
こ
れ

ら
の
計
画
を一体
化
し
た
こ
ど
も
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

  

八
田
14
号
線
の
延
伸
に
伴
う

  

周
辺
道
路
整
備

　
　
　

八
田
14
号
線
が
樹
園
の
南
で
止
ま
っ

　
　
　

て
い
る
。
西
へ
の
延
伸
ば
か
り
で
な
く

東
へ
の
延
伸
も
必
要
だ
が
、
能
蔵
池
の
上
を

通
り
東
の
八
田
１
９
６
号
線
に
接
続
す
る
構

想
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

市
道
八
田
１
９
６
号
線
ま
で
の
延
伸

　
　
　
整
備
は
、
地
区
内
道
路
へ
の
流
入
を

分
散
さ
せ
る
た
め
に
は
効
果
的
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、延
伸
先
に
は「
能
蔵
池
」が
あ
り
、

長
き
に
渡
り
生
活
用
水
、
か
つ
農
業
用
水
と

し
て
利
用
さ
れ
、
関
連
施
設
も
歴
史
的
、
文

化
財
的
に
も
伝
承
さ
れ
、
保
存
管
理
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
現
地
の
地
形
は
、
東
西
の
高

低
差
が
相
当
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
道
八
田
１

９
６
号
線
へ
の
安
全
な
接
続
方
法
、
貯
水
対

策
、
隣
接
住
宅
地
に
影
響
す
る
斜
面
補
強
対

策
等
な
ど
に
多
額
の
費
用
と
期
間
を
要
す
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
先
ず
は
、
現
状
を
さ

ら
に
把
握
す
る
中
で
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

QA

樹園の南で止まっている
八田 14 号線

ド
の
設
置
な
ど
、
脱
炭
素
化
に
向
け
更
に
推

進
し
て
い
く
。



通
し
を
踏
ま
え
て
、慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、現
時
点
で
子
ど
も
均
等
割
減
免

の
拡
充
に
つ
い
て
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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国
民
健
康
保
険

　
　
　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
被
保
険
者
の

　
　
　
人
数
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
均
等
割

が
あ
り
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
子
ど
も

が
増
え
る
と
税
負
担
が
増
え
る
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
市
独
自
に
子
ど
も
均
等
割

の
軽
減
を
求
め
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
令
和
４
年
度
か
ら
、
未
就
学
児
の
子

　
　
　
ど
も
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
均

等
割
額
の
５
割
軽
減
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
基
準
を
超
え
て
独
自
の
判
断
に
よ
り

軽
減
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
や
山
梨
県

か
ら
の
交
付
金
へ
の
影
響
や
税
収
入
、
医
療

費
の
動
向
、
納
付
金
の
金
額
な
ど
様
々
な
見

QA

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
で
協
定
を
締
結
し
て
い
る
、

上
越
市
や
佐
久
市
を
含
む
長
野
県
、
新
潟
県

方
面
、
及
び
東
海
圏
に
も
新
た
に
販
路
を
拡

大
し
、
南
ア
ル
プ
ス
市
産
の
農
産
物
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
農
業
生
産
の
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
農
業
振
興
支
援
施
策

に
つ
い
て
も
積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

  
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

　
　
　
普
及
に
向
け
て
市
の
所
見
は
。

　
　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
促
進
に
つ
い
て 

　
　
　
は
、
ま
ず
は
農
業
者
に
導
入
す
る
目

的
や
効
果
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
研
修
会

な
ど
を
通
じ
て
実
際
に
確
認
す
る
場
を
設
け

  

未
来
を
拓
く
農
業
振
興

　
　
　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
今
後
ど
の
よ

　
　
　
う
な
方
向
を
目
指
す
の
か
。

　
　
　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
は
、

　
　
　
本
市
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　
中
部
横
断
自
動
車
道
全
面
開
通
に
伴
い
、

Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
と
共
同
で
、
新
た
に
静

岡
港
を
拠
点
と
し
た
農
産
物
の
物
流
構
築
に

向
け
、
静
岡
県
や
静
岡
青
果
市
場
と
協
議
を

開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
未
開

拓
で
あ
っ
た
静
岡
方
面
で
の
販
路
拡
大
は
も

と
よ
り
、
課
題
で
あ
っ
た
海
外
へ
の
輸
出
に
つ

い
て
も
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、「
ル
ー
ト
日
本
海
、
太
平
洋
パ
ー

QA

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
は
、Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
や
山
梨
県
等

と
連
携
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
関
す

る
研
修
会
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
事
業

の
周
知
も
図
っ
て
い
く
。

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

A Iドローンを使った農作業風景

  

物
価
等
高
騰
対
策

　
　
　
福
祉
施
設
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

　
　
　
症
へ
の
対
策
、
物
価
高
騰
に
よ
る
コ
ス

ト
増
に
よ
り
厳
し
い
収
益
環
境
に
あ
る
。
昨

年
同
様
の
支
援
を
求
め
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、福
祉
、
医
療
、
保
育
施
設

　
　
　
等
に
対
し
て
、
国
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
山
梨
県
で
は
、
本
年
６
月

の
議
会
に
お
い
て
補
正
予
算
を
計
上
し
、
医

療
機
関
や
福
祉
施
設
に
対
し
、
光
熱
費
等
の

高
騰
分
に
対
す
る
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る

の
で
、
状
況
を
み
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

QA

質問の主題

国保税。市独自に
子ども均等割の軽減を

松野 昇平 議員保坂 健 議員

質問の主題

農業振興の
方向性について

QA

均等割により多子世帯ほど負担増となる

●共済組合掛金と国保税の比較
均等割：1人 32,100 円×人数

１.８倍

多
子
世
帯
ほ
ど
負
担
増単身 夫婦 夫婦 

子 1人
夫婦 
子 2人

夫婦 
子 3人

夫の所得350万円、妻は専業主婦で比較（ともに40歳未満・年額）

共
済
組
合
掛
金

国
民
健
康
保
険
税

（40歳以上は 41,100 円）

254,800 円
323,900 円

356,000 円 388,100 円 420,200 円
452,300 円
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南アルプス市をよりよい社会にするために

公 明 党公 明 党

参  加  者 代表：小池 伸吾
　　　河野 木綿子、齊藤 博明

視  察  先

視  察  日

視察内容

「移住定住推進事業及び恵那くらしビジネスサポートセン
ターについて」

総　    括

 岐阜県  恵那市

 令和5年5月11日（木）

特に飯田市では「いいだ未来デザイン 2028」の戦略計
画を伺い､市の総合戦略の重要性を改めて実感すると共
に､飯田市が「結い（ゆい）」による移住定住推進と関係
人口創出の「結いターン」を目指して「人が宝」ととらえ
る考えのもとで市民を中心に取り組み、田舎暮らしの本
「住みたい田舎ベストランキング」2023年版で人口5万人
から10万人未満のまちで総合部門第 1位の結果に心から
納得いたしました。会派の6月議会の代表質問「シティプ
ロモーション事業」につながる研修となりました。

一般質問一般質問一般質問

小林 敏徳 議員

質問の主題

参入業者の審査結果
は何点取って
決まったのか?

　
　
　
審
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
募
集
案
内

　
　
　
に
定
め
た
「
土
地
利
用
の
あ
り
方
と

の
整
合
性
」「
実
現
可
能
な
事
業
計
画
」「
事

業
主
体
と
し
て
の
強
い
経
営
基
盤
」
な
ど
を

基
に
、
12
項
目
に
わ
た
る
審
査
基
準
を
設
定

し
、
募
集
案
内
の
審
査
方
法
に
記
載
し
て
あ

る
と
お
り
、
総
合
評
価
に
よ
る
審
査
委
員
の

合
議
に
よ
り
選
考
し
て
い
る
。

　
参
入
事
業
者
の
採
用
内
容
に
つ
い
て
は
、

地
元
企
業
に
よ
る
地
域
交
流
施
設
と
国
内
有

数
の
大
型
集
客
施
設
に
よ
る
事
業
提
案
で
あ

り
、
市
が
求
め
る
集
客
交
流
拠
点
と
し
て
の

機
能
、
地
域
資
源
の
活
用
、
大
手
企
業
や
地

場
産
業
と
の
連
携
、
土
地
価
格
な
ど
が
評
価

  

新
産
業
拠
点
整
備
事
業

  

公
募
審
査
の
内
容

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

　
　
　
事
業
に
参
入
す
る
企
業
の
決
定
は
、

審
査
委
員
会
に
よ
る
書
類
選
考
、
プ
レ
ゼ
ン

審
査
及
び
選
考
を
経
て
、市
が
優
先
候
補
者
・

次
点
候
補
者
を
決
定
し
、
破
産
管
財
人
と
協

議
し
た
上
で
、
参
入
事
業
者
を
決
定
す
る
と

な
っ
て
い
る
。

　
参
入
事
業
者
と
決
ま
っ
た
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ

シ
と
コ
ス
ト
コ
は
、
審
査
の
結
果
、
何
点
取
っ

て
決
ま
っ
た
の
か
。
採
用
内
容
に
つ
い
て
細

か
く
説
明
を
求
め
る
。

Q

A

さ
れ
、
参
入
事
業
者
と
し
て
決
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
情
報
公
開
に
お
い
て
黒
塗
り
と
な
っ
て

　
　
　
い
る
事
業
者
は
、　
何
点
で
不
採
用
に

な
っ
た
の
か
、
細
か
く
内
容
の
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　
企
業
名
や
事
業
提
案
な
ど
の
情
報
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
固
有
の
経
営
資
源
等
を

含
む
企
業
情
報
と
な
る
の
で
、
取
り
扱
い
に

は
慎
重
を
期
し
て
対
応
し
て
お
り
、
特
に
、

不
採
用
に
な
っ
た
企
業
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
情
報
や
審
査
結
果
を
公
開
さ
れ
る
こ
と
で

不
利
益
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

公
開
し
て
い
る
情
報
以
上
の
情
報
を
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政務活動報告政務活動報告

視  察  先

視  察  日

視察内容

「シティプロモーション政策について」
「移住定住政策の具体策と若者世代への政策について」

 長野県  飯田市

 令和5年5月12日（金）
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南アルプス市議会議員補欠選挙が4月23日に
執行され、保坂広人氏が当選しましたのでお
知らせします。
任期は、令和 6年 11月 27日までとなります。

●新議員の紹介

 

 

   

 

                  （単位：円） 

会費・協力金  お祝い  弔慰  お見舞い  その他  合計  

件数  金額  件数  金額  件数  金額  件数  金額  件数  金額  件数 金額  

 10,000   25,000 160,000   10,000 4,410   209,410  

交付額は月額15,000円に会派の人数を乗じた金額となります。
交付額に残額が生じた場合には市に返還となり、超過した場合には超過分を議員が自己負担します。

1 3 22 1 1 28

●議長交際費とは議長が議会を代表して各種行事など対外的な活動をするために要する経費です。
令和４年度に支出した議長交際費をお知らせします。

令和４年度 議長交際費の支出状況

（単位：円）

   

 

令和４年度 政務活動費支出内容一覧表
本市では、各会派に政務活動費を交付しています。
各会派の令和４年度における政務活動費支出内容は下表のとおりです。

保坂  広人
（所属会派）
　躍進会
（所属常任委員会）
　産業土木常任委員会

ほさか　   ひろと
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議  会  活  動  報  告

　金丸市長と飯野議長が、南アルプス市産の果物をア
ピールするために川勝静岡県知事を訪問しました。
　中部横断自動車道の山梨－静岡間が全線開通し両県
の間で人の往来が活発になったことを絶好の機会と捉
え、市では静岡方面へ向けての果物の宣伝に注力して
きました。
　この度、果樹観光・果樹物販のさらなる促進のため
に市産のさくらんぼを持参し知事を訪れ、南アルプス
市の果物の美味しさを味わっていただきました。

静岡県知事を表敬訪問
5月29日

関東市議会議長会定期総会

 

　茨城県の水戸プラザホテルにて、関東市議会議長会
第89回定期総会が開催され、飯野議長が山梨支部の支
部長として出席しました。この会は、関東各市議会が
協同して地方自治の確立と都市の隆興発展を図ること
を目的としています。
　この日は令和４年度決算、令和５年度当初予算のほ
か、病児保育事業に対する支援拡充等について審議し
ました。

　茨城県潮来市議会の議員８名が南アルプス市役所を
行政視察に訪れました。視察テーマは「自治会活動の
取り組みについて」で、自治会加入率の低下を抑える
ための取り組みについて、市民活動支援課の職員が本
市における取り組みを説明した後、質疑や意見交換を
行いました。南アルプス市が作成した「自治会加入促
進ハンドブック」「自治会運営マニュアル」の活用方
法などについて、多くの質疑や意見が交わされ、充実
した視察となりました。

茨城県潮来市議会議員　
行政視察の受け入れ 　本年の登山の安全を祈願するとともに南アルプス登

山を開拓した先人の偉業を感謝する「2023南アルプ
ス開山祭」が、広河原インフォメーションセンターに
おいて開催されました。市議会からは議員13名が出席
しました。式典では、芦安小中学校の児童生徒が賛歌
合唱で明るく元気な歌声を披露した後、山で亡くなら
れた登山者のご冥福をお祈りする黙とうと献花が行わ
れました。最後に「蔓払（つるはら）い」の儀式では、
有野一成 産業土木常任委員長が登山の安全を願う祈
願文を読み上げた後、行く手をふさぐ蔓（つる）を斧
で切り開きました。

2023南アルプス市開山祭

全国市議会議長会定期総会
　東京国際フォーラムにて全国市議会議長会第99回定
期総会が開催され、飯野議長が理事として出席しまし
た。この日は、令和３年度決算、令和５年度当初予算
のほか、全国各地方の部会から提出された議案につい
て審議しました。また、「多様な人材の市議会への参
加促進に関する決議」「ポストコロナを展望した地方
行財政の充実に関する決議」など５つの議案を決議し
ました。

7月５日

5月25日

6月14日

6月24日
いたこ
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編集後記
　朝の連続ドラマ「らんまん」は、主人公のモデルでもある日本の植物分類学の

父と称される牧野富太郞博士の生涯が描かれています。当時の学歴社会は今より

一層厳しい格差社会であったと推察されますが、小学校中退であっても独学の研

究を続け、本や雑誌の著作、日本の植物学研究史上に燦然と輝く「牧野日本植物

図鑑」を刊行した偉業は卓越しています。94歳で亡くなるまで、植物の研究に

没頭した博士の生き様は、今の私たちに多くの示唆を与えてくれます。毎朝のド

ラマで主人公が「これこそ我が生きる道」と明るく周りの人々と共に前へ前へと

歩みゆく姿に励まされ、一日をスタートしている人も多いと思います。

　今、南アルプス市議会は重要な課題を抱えています。改めて議員の使命と責務

を自覚し、博士の如く地道に忍耐強く真摯に取り組んでまいります。

委員長／河野 木綿子　　副委員長／藤田 亜由未
委　員／保坂 健、飯野 多惠子、三枝 守和、北村 千代子、斉藤 諭、
　　　　小林 敏徳    （保坂 広人、村松 三千雄、小池 伸吾）

議会だより
編集委員会
（広報部会）

みなさんの傍聴を
お待ちしております！

　事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第３回定例会の会期予定
　９月  １日………………本会議（初日）
　９月  ４日～11日……委員会
　９月 13日～14日……代表・一般質問
　9月 19日～26日……委員会
　9月 29日………………本会議（最終日）
※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。（日程が変更にな
　る可能性があります。）

●第２回定例会の傍聴者数：17人
※報道関係者11人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　私は職場を退職してから、市、町、地域の行事、運動会、夏祭りなどに協力、参加してきま
したが、3年ほど前からコロナ禍で今まで行ってきた行事や活動等が中止になり、地域とのつ
ながりに寂しさを感じてきました。ようやく今年5月からコロナが5類に移行し、皆さんの気持
ちも和らいできた感じがしますが、またこのところコロナウィルスの感染が増えてきています。
気を付けましょう。
　いま、私は県、市、地域のグラウンドゴルフの会に入って活動し、練習、試合など楽しんで
います。自分の健康は自分で守ることを目標に毎日を過ごしています。人生100年時代、友達
を作ることが大事であり、支え合い、助け合う「共生社会」を目指した住みよいまちづくりの
ため、南アルプス市及び市議会の活躍を期待しています。

大澤  久司 さん
（地区／小笠原）

深澤 文隆 さん
（地区／秋山）

　市議会に於かれては、議会改革を検討されていると聞き及んでおります。改革の心の一つに
は市民から信頼され期待される議会を目指すものであると推察致します。
　信頼される為に何をなすべきかを私なりに考えると、議会質問に於ける真剣勝負にあると想
います。市長の顔を潰してはいけないと推し量ったり、内々に協議・調整して於いて、阿吽の
質疑応答を行うのでは市民から信頼される議会とは成らないと想います。
　市民の声を背景に予算案を修正するくらいの勢いで論議すべきでしょう。（議員の調査や勉
強が必要ですが）公開の場で堂々と論議する姿を市民に見せることが議会への信頼と期待を得
ることに成ると確信しております。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

市議会に対するご意見やご感想を
お気軽にお寄せください。

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459
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